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   「平成２９年度 地域学Ⅱ」のねらいと概要 
 
講座のねらい 


















    講 義  「酪農業の概況」 北⼤教授 清⽔池義治⽒ 
    講 義  「宗⾕・稚内酪農業の今と将来」 稚内農協組合⻑ 寺本幸男⽒ 
    講 義  「宗⾕・稚内の乳製品製造の状況」 農業改良センター 
    講義と視察「乳製品製造の可能性」 豊富⽜乳公社 社⻑ 
    現場視察 「牧場現場」 寺本牧場 
    グループワーク 
         「地域資源カードの作成」 
         「酪農業の現状把握と課題の抽出」 
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「酪農業の概況」   講師 ； 清⽔池義治 
１、北海道における酪農業の概況 
      ① ⽣乳⽣産の状況と経営環境の現況 
      ② 農協事業の状況と個別農家の経営 
   ２、農家経営のこれからの課題 
      ① ゆとりある農家経営に必要なこと 
      ② 農協と個別農家の適正な関係 
   ３、農協のあり⽅ 
      ① これからの農協経営の在り⽅  
   ４、国際環境と北海道酪農 
 
  「宗⾕・稚内の酪農業の今と将来」  講師 ； 寺本組合⻑ 
   １、稚内酪農の現状と課題 
      ① ⽣乳⽣産の推移と農家経営の現況 
      ② 課題克服に向けた対策 
   ２、将来の稚内酪農に期待すること 
      ① 後継者難の克服 
②  ６次化へ向けた取り組み 
 
 
「農場視察」   講師及び案内 寺本牧場 
 




  「乳製品製造の可能性」  講師 ； 豊富⽜乳公社社⻑ 
①  ⽜乳公社の製造（経営）状況 
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地域学Ⅱ レジュメ 




 事前学習    ：情報収集分析⼒（知識を取り込む⼒） 
 フィールドワーク：情報収集分析⼒（知識を取り込み付加価値を⽣み出す⼒） 









  ⇒SWOT 分析（PEST 分析を取り込む）  

















   ①稚内市内、宗⾕総合振興局管内の概況、産業の基礎情報をまとめよ。（成り⽴ち
や気候、その他の情報）: 要提出（LMS）締め切り 6/7(⽔)10:00 
   ②稚内市内、宗⾕総合振興局管内の農業全般の SWOT 分析を⾏い、それぞれの項
⽬について内容を２つ以上⽰せ。: 要提出(LMS)締め切り 6/7(⽔)10:00 






   ○グループワークにおいて個⼈で作成した「地域資源カード」を議論等を通して、
グループとしての「地域資源カード」にまとめる。 
   ○グループで農業（酪農業）について、以下をまとめよ。 
    ①酪農業の基礎情報 
    ②SWOT 分析の結果（各項⽬５点以上） 
    ③資源の紹介 
    ④考察（可能性、展望、プロモーションプランなど） 
  




・強み「S: strengths 」弱み「W: weakness」機会「O: opportunities」脅威「 T: 







 ・外部環境:  
  機会: ロシアとの経済協⼒ 
  脅威: JR 廃⽌の可能性 
・内部環境 
  強み:雄⼤な⼤⾃然、⿂介類が美味しい 
  弱み:過疎化、冬に来る観光客が少ない 
・外部について考える理由 
 外部の状況を理解していないとビジネス等では当然うまくいかない 
 例: 稚内市でラーメン屋を開きたい。 
  すでにラーメン屋が 100 店舗存在する。 
  本当にできる？ 
 また、外部環境は常に変化する。現在だけではなく中期的に⾒る必要がある 
 例: 法律・政策はその時によって変化する(TPP など)。 
 外部環境を分析する⼿段としての「PEST 分析」 
・ポイント 
 なぜ分析するのかを明確に考える必要がある 
  分析をしておしまいのパターン→次のステップができていない 
 客観的に⾒る必要がある 
  ⾃分（会社・⾃治体）⾃⾝を分析する⼒ 
   うまく活⽤すれば就活にも利⽤できる 
 統合的に考える 
  それぞれの要素を組み合わせる 
 TOWS 分析: 外部環境をまず把握し、⾃治体の内部環境と 
をかけ合わせて⽅向性を⾒出す 
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乳製品製造の現場から − 製造業者から⾒た酪農業の将来 




























































































































































































































































































 Point: 地域の現状を知ってもらう必要がある 
⑵本州の酪農従事者 
 Point: 宗⾕の農業を⾒てもらう（強みも弱みも） 
⑶本州（都市部）の⼈間で酪農業に就職を考えている⼈たち 
 Point: 農業の魅⼒を知ってもらう（良い⾯も悪い⾯も） 
⑷本州（都市部）の観光会社 
 Point: どのようにして農業をテーマとした観光で満⾜してもらうか 
⑸ネパールからの視察団 




ー⽤に作りかえていく。その SWOT 分析の結果をもとにツアーを展開する。 






プレゼン時間: 発表 10 分 質疑応答 5 分（交代時間込み） 




































































野について、しっかりと調査・発表できていたと思料する。          （⽯橋） 
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